
一般の聴講者にも公開したシンポ

ジウムの会場、８号館8304教室（収

容約400人）はほぼ満員だ。学生に

とっては祖父、祖母世代も多数詰め

かけていた。

戦後70年、創立130年を迎える節

目の年に戦争の時代と中央大学を見

つめ直し、その成果を後世につなげ

る企画。７月８日開催の菅原彬州・

中央大学名誉教授の「戦後70年記念

講演会」に続くものだ。

酒井正三郎総長・学長が「すべて

の人々にとって平和に暮らせること

の尊さを考える機会となりますよ

う」とあいさつすると、聴講学生の

顔が引き締まった。あの時代に生き

ていれば、戦争を直視していただろ

う。果たして自らの希望や夢が、か

なったかどうか分からない。

土田哲夫・経済学部教授が「アジ

ア太平洋戦争と大学」を説き、「遠い

戦場で学徒兵たちは何をしていた

か」を話した。そのなかで、中大生

の２人を紹介した。

上村元太氏は1942年に専門部法科

卒、同年、経済学部入学。1943年に

入隊、1945年４月、沖縄・宜野湾方面

で戦死した。24歳だった。入営後の

思いを手記に残した。

大塚晟夫氏は専門部を卒業した直

後、1943年に海軍入隊。1945年４月、

沖縄・嘉手納沖で戦死した。23歳だっ

た。この人も手記を残した。

聴講する学生は、自分たちとほぼ

同年齢で戦地へ赴いた学徒兵の思い

を想像してか、硬い表情が目立った。

国の施策と中大の対応

続いて、岡田大士・法学部准教授

が「戦時体制下における理工科学校

～中央大学理工学部へ」とする国の

施策と中大の対応を説明した。

1943年10月12日、政府は「教育ニ

関スル戦時非常措置」を閣議決定し、

理工系・教員養成系を除く文系学生・

生徒の徴兵猶予を停止した。この決

定が10月21日の「出陣学徒壮行大会」

につながっていく。

さらに政府は文科系大学・専門学

校の定員削減・理科系大学への統廃

合を提起する。

各大学が対応を迫られるなか、中

　戦争と中央大学プロジェクトによる戦後70年記念シンポジウム
「戦争と中央大学」は10月21日、多摩キャンパスで行われた。
10月21日は1943（昭和18）年、東京・明治神宮外苑競技場な
どで「出陣学徒壮行会」が行われた日だった。

戦後70年記念シンポジウム「戦争と中央大学」

映像取材の感想を述べる中大３年の名越さん、右は松野教授 

学徒兵が赴いた最前線
壮絶体験…平和への思い
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大は1943年12月30日、「中央工業専

門学校」設立の認可を申請。入学

定員は機械科100人、航空科100人。

1944年４月１日、同校を開校。同日、

商学部・専門部商学科の学生募集を

停止。商学部の在校生は経済学部へ

移籍となった。

工学部の設置は創立60周年の1945

年までに実現すべき事業として10

年前から構想されていた。この構想

は大戦下の「大学生き残り」の方策

として、工業専門学校の開校という

形で実現したといえる。

戦後は航空科が工業物理科に変わ

るなど戦時体制の払
ふっ

拭
しょく

が行われた。

1949年、４年制「新制大学」制度が

始まり、工業専門学校は「中央大学

工学部」に改編された。そして1962

年４月、理工学部と

改称された。

松野良一・総合政

策学部教授は大型

スクリーンを用い

「元特攻志願兵の証

言～中央大学と戦

争」との独自映像を

紹介した。

京都府在住の中大

卒業生、91歳となる

元特攻兵の述懐は衝撃的だったよう

で会場がざわめいた。終戦から１週

間後。訓練地の朝鮮半島で、若い兵

らは正装、軍刀所持を命じられ、裏

山に集められた。「自決かと思いま

した」

隊長はこう話した。「お前ら学生

やないか。日本にとって大事な体や。

たとえ捕虜になっても恥をしのん

で、日本を救う道を考えろ」

元特攻兵は「私は語り部の活動を

しています。本当のことを知ってほ

しい。平和を求めていきたい」と涙

ながらに話した。

映像終了後、京都に訪問取材した

中大生の名越大耕さん（経３）も登

壇し、「戦争を経験した先輩の言葉

を、これからも語り継いでいきたい」

と感想を述べた。

このシンポジウムは、法学部の廣

岡守穂教授の担当科目「政治思想史

Ａ２」を公開して行われた。

◇

シンポジウムの最後で、プロジェ

クトの一環で開催されている「戦後

70年- あらためて戦争と中央大学を

考える」展示の案内があった。

駿河台校舎中庭での教練（1935ー1937年ころ）〈中央大学大学史資料課所蔵写真〉 

会場はほぼ満員、聴講者は熱心に聞き入っていた

登壇したパネリストたち 

戦後70年記念シンポジウム
挨拶：酒井正三郎総長・学長

挨拶：廣岡守穂（法学部教授）

コーディネーター：
　　　松尾正人（文学部教授）

パネリスト：
　　　土田哲夫（経済学部教授）
　　　「アジア太平洋戦争と大学」

　　　岡田大士（法学部准教授）
　　　「戦時体制と中央工業専門学校の創立」

　　　松野良一（総合政策学部教授）
　　　「戦争を生きた先輩たちの取材から」

総合司会：中島康予（法学部長）
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シンポジウムが開催されて、ま

ず考えさせられたのは、廣岡教授

の父親に関する思いだった。

父は、わが子にさえ戦争の話は

一切しなかった、という。父に、「戦

争の経験を伝えることは意味のあ

ることなのではないか」と訴えた

ときも、父は反応したかのように

も見えたが、「悲しいような、無念

のような表情を見せただけだっ

た」という。

私は米国の社会学者、ジョージ・

ハーバード・ミードの、もし戦争

や殺
さつ

戮
りく

という形式が「本当に全世

界の人々に共通な凄
せい

惨
さん

な感情を前

もって湧き立てることができるよ

うになれば、われわれは実際にそ

の悲惨を経験する前に問題を解決

に導くことができるだろう」(玉

野和志編『ブリッジブック社会学』

信山社、p72) という言葉を思い出

しながら、父子でも戦争の悲惨さ

は容易には形容できないのだ、と

思った。

廣岡教授の父親も、言葉をいく

ら探しても息子に伝えるべきこと

が見つからず、戦争の悲惨さを想

起すると同時に、もどかしさを感

じていたのかもしれない。

次に、映像資料紹介「元特攻志

願兵の証言～中央大学と戦争」と

題した松野教授の発表について記

したい。

松野教授は、ゼミなどを通して

若い世代の戦争に対する知識のな

さを知り、いかにして後世に戦争

体験を伝えていくべきかについて

考えたという。

「戦争体験者や語り部の話を聞

くのではなく、学生が取材をする」

という試みを続けている。中大３

年の名越大耕さんらが取材・制作

した10分間の映像を流した。

取材相手の男性は中大在学中に

志願し、飛行士となった。男性は

柔和な笑顔を見せながら淡々とイ

ンタビューに答えていたが、戦地

から実家に戻り、母と再会したと

きを思い出して突然、涙を流した。

その姿を映像で見て、活字に呼

び覚まされる感情とは別の、男

性の思いの、より直接的な内心へ

の接触に、思わず私も泣きそうに

なった。

松野教授が指摘した、映像が持

つ力の大きさを、身をもって感じ

まだ終わらない戦争の反省

戦後70年記念シンポジウム「戦争と中央大学」を聴講して、平成生まれの学生記者が感想文を書いた。

学生記者　片桐将吾（法学部１年）

やばい

第 18 回

そうだったの!?
　若者の言葉で「やばい」がすっ

かり定着した。学外となる電車内

で、おしゃべりする学生同士の会

話でも頻繁に発せられる。

　「やばい」は本来、危険を予測

する意味なのだろうが、「とても

素晴らしい」「おいしい」「かっ

こイイ」といった良い意味で使う

と回答した割合が、16～19歳で

91.5％に上がったことが文化庁

による平成26年度「国語に関す

る世論調査」で明らかになった。

　良い意味で使うとの回答の世

代別では、20代が79.1％▽30代、

53.9％▽40代、32.8％▽50代、

18.2％▽60代、11.4％▽70代以上

5％。祖父・祖母と孫では同じ言葉

を話しても意味が伝わらないよう

である。全体では前回調査（16年

度）より8.7ポイント増の26.9％

となった。

　国語辞典・大辞泉は、「やば

い」をこう説明する。『危険や不

都合な状況が予測されるさま。

あぶない』。使い方としては、

『「やばい商売」「連絡だけでも

しておかないとやばいぞ」』

意味を知っておいて損はない。

◇

　言葉や国語について考えるこの

欄は、文化庁の「国語に関する世

論調査」などを参考にしている。

ニュース　　　中大ニュース
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ることができた。

この映像はインターネットで

公開されている (http://www.ta-

matan.tv/)。中大の後輩だからこ

そ、つらい過去を伝えてくれた男

性の思いをぜひ感じてほしい、と

私も思う。

シンポジウムを終わって、幾つ

か心に残ることがあった。これま

で国内の政治や国際政治のニュー

スに触れるなかで、戦争というも

のを意識する機会は多くあった。

しかし、シンポジウムに参加し、

元学徒兵の生の証言を聞いたこと

で、ニュースを通して私が想像す

る戦争は、手段のようなイメージ

だったことに気付いた。

「先に死んでいったものに申し

訳ない」。大先輩の悲痛な叫び、生

きている限り逃れられないであろ

う自責の念を受け、戦争とは、無

条件でしてはならないものなので

はないだろうか、と直感した。

戦争はしてはいけない。なぜな

ら、戦争はしてはいけないから。

論理学でいうところのトートロ

ジー(同語反復)に当たるような、

全く何の説明にもなっていないこ

の言葉こそが、正しいのではない

か、と思った。

私自身まだこの直感を無条件に

信じることはできない。私たちが

戦争をしたくないと思っても、あ

ちら側が仕掛けてこようものな

ら、どうしようもない。もちろん、

私たち日本人には、「日本書紀」や

「古事記」の時代より受け継いだ、

話し合いの精神がある。しかし、

通用しない相手には通用しない。

この問題をいかに解決するか。ま

だまだ、考えなくてはいけない。

ただ、これだけは正しいといえ

る。私たち人間、私たち日本人、

私たち中大生にとって、戦争の反

省は、まだ終わっていない。日々

の氾
はん

濫
らん

する雑多の情報に追われ

て、過去をないがしろにしようも

のなら、私たちはまた、同じ「過ち」

を繰り返す。

私たちが先人たちのメッセージ

を忘れてしまえば、先人たちはそ

の生きた意味をも失い、二度死す

ことになってしまう。戦争の是非

の判断がつかなくとも、私たちは、

先人たちが残したメッセージを受

け継ぎ、後世に伝えなければなら

ない。　後輩として、先輩の思い

を無駄にすることはできない。

学生記者になりませんか？
『HAKUMON Chuo』は中大生が取材・編集する大学広報誌で
す。現在、学部在学生を対象に学生記者を募集しています。

●�元新聞記者のプロや先輩の学生記者に、取材方法・原稿の書き方をはじ
め添削指導を受けることができます。将来どんなキャリアを目指すにも文
章力が重要です！

●�取材を通して、さまざまな人に出会うことができます。出会いの数ほど思
い出ができることでしょう。

●�記者活動を通してコミュニケーション能力など「社会人基礎力」を身につ
けることができます。

【お申し込み・お問い合わせ】�　中央大学広報室『HAKUMON Chuo』　編集担当 : 久保田茂信�
　Phone : 042 ｰ 674 ｰ 2048（直通）　E-mail : hc@tamajs.chuo-u.ac.jp

総合政策学部では学部事務室近くの掲示板に、当広
報誌に掲載された総政学生の記事が貼られている

戦争と中央大学
プロジェクト

　「戦争と中央大学プロジェ
クト」は中央大学の学部長会
議のもとに設けられ、戦後
70年となる2015年を中心に
講演会、シンポジウム、展示
などを通じて、戦争と中央大
学を考える機会を学生、教職
員、卒業生、社会に提供し、
またこの取り組みを教育に還
元する活動です。
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